


























































































































































































































































































































































































































































































































E 1 ラ ン プ 類

E 1 ラ ン プ 類

1 . ヘッド ランプ

1-1 ヘッド ランプASSY脱着

1-2 エ ー ミング調整

・エ ー ミング調整要領の詳細は、 基礎整備要領fil(A 801001)を参照

のこと。

2. サイド タ ー ン シグナル ランプ

2-1 ラ ン プ脱 着

ー

1
締
ま
る

ー＇
ヽ↓

・サイド タ ーン シグナル ランプの取り外しは、 ランプを反時

計方向にまわし、 取り付けは、 時計方向へまわす。

N11 9280 
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E 1 ラ ン プ 類

3. リヤ コンビネーション ランプ

3-1 ラ ン プ 脱 藩
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E 2 計 器 類

E 2 計 器 類

1. コンビネ ー ション メ ー タ ー

1-1 構 成 部 品

グンジ-
\

.‘

 

ノッア ＼
.‘

 

ノヵ夕メ

グン

＼
ジウ，ヽ

 

.‘

 

，

 

ッァ

へ
うデ．『

ベ

ロアハウジング

Nll-9364 

1-2 裏面形状及ぴ内部回路

7 2 6 3 14 18 10 5 

パルス入力④ バルス入力e

2 2 1.4 1.4 1.4 3 1.4 
w w w w w w w 

緑 緑
＾ 黄 � 青 赤 赤 赤

電気式スピー ド
メ ー タ ー

8 15 12 17 16 11 ， 1 13 4 19 

（アース） （アー ス） （アー ス）

-E-4-



E 2 計 器 類

1-3 故 障 診 断

(1) スピードメーターが常にOk m /hを表示

コンピネー ションメ ータ ー のコネクタ ー を外す
、

コンピネーションメ ー タ ー

(•l(1&i側コネクタ ー ）

ロ瓢

二

コンピネー ションメ ー タ ー

（車両側コネクタ ー ）

:口

キ ー SW を ON 位骰にし、車両側コネクタ ー の⑬
端子～ポデー アースIn]の軍圧を測定する［ボイントI l

約12V

キ ー SW をOFF位閻にし、車両側コネクター の①端子
～ポデー ア ー ス間の荘通を点検する ［ポイントI l

導通あり

キ ー SW を OFF 位四にし、タイヤを 指針が
回した時の車両側コネクタ ー ⑩端子1振れない
一⑤端+IIIJの屯庄を測定する。(5 V 
以下の測定レンジで指針がほんのわ
ずかに板れるか） 【ポイント2 I

車両ハ ー ネス不良

車両ハ ー ネス不良

車速センサ ーのセンサ ー

側コネクター の①端子～
②端子間の抵抗値を点検
する 【ポイント3 l 

指針が振れる 約2500

スビ ー ドメ ータ ー 不良またはコネク
タ ー 接続不良

車 速 セ ン サー～スピ ー ド
メ ータ ー 間のハ ー ネス不良

車速センサ ー

（センサ ー 側コネクタ ー ）

ご

【ポイント1】 電源及ぴア ー ス回路点検

・ヒュ ー ズ# (lOA)を確認する。

・コンビネ ー ション メ ータ ー よりコネクター を取り外す。

・車両側コネクターで、 電圧点検及び導通点検を行う。

測定 端 子

レンジ
キ ーSW 椋準値 備

④ e

⑨ ON位四 ⑱ ポデー 約12V IGN電源

＠ OFF ① ア ー ス 約 on ア ー ス

【ポイント2 l 車速センサー出力信号点検

・コンビネ ー ション メ ータ ー からコネクタ ーを外す。

・車両をリフト アップまたは、 前輪をジャッキ アップする。

• 前輪をできるだけゆっくり回転させながら、 車両側コネクター

で電圧点検を行う。（手でタイヤを回しても良い）

測 定 端 子

レンジ
④ e 

標準値 備 考

© 

前輪をゆっく 車速センサ ー の出

⑩ 
り回転させた 力信号

(5 V以下のレンジ）
⑤ 時、指針がほ (16パルス／回転）

んのわずかに
振れる

注意：車速センサーは一種の交流発電機であり、車速信号も交流波である。
したがって一般的な直流用サ ー キット テスタ ーでは、車速が上が

ると指針が追随できなくなる。
（交流用サ ー キット テスタ ーで測定すると、回転速度が上がると

電圧も上昇する。）
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E 2 計 器 類

(2) スピ ー ドメ ー タ ー の指示誤差が大きい、指示値が振らつくなどの異常作動

車速センサ ーの取り付けに、ガタまたはゆ
るみがあるか

あ る
車速センサ ー 取付不良

な い

車速センサ ー 先端を手で回した時、磁力に
よる抵抗感があるか［ポイント3]

な い

車速センサ ー 不良

あ る

車速センサー ～スピ ー ドメ ーター 間のハ ー

ネス及びコネクタ ー は正常か
異 常

ハ ー ネスまたはコネクター 不良

正 常

スピ ー ドメ ー タ ー 不良
E05-0098 

【ポイント3】 車速センサ ー 単品点検

・車速センサ ー 先端を手で回した時、磁力による抵抗感（クリ

ック感）があることを確かめる

・スタ ータ ー モ ータ一部にある車速センサ ー のコネクタ ー を

外し、センサ ー側コネクタ ー で抵抗値を測定する

測 定
1キーSW

レンジ

端
一

④

@ I OFF I ①

子

e
―

②
 

標 準 値 備 考

約2soo Iセンサ ー 内抵抗値

(3) スピ ー ドメ ー タ ー指針がOk m /hに戻らない、または任意の位置で止まったまま

約 IOOkm/h以上（注）で走行中、メ ー タ ー 用ヒュ ー ズ
が切れたり、停止中に衝繋等を受けたか。

衝撃等を受けた

（ヒュ ー ズ切れの場合
には修復後 ） 

フリ ー ロ ー ラ ー 等で、車速を約70-BOkm/h

まで上げると指針が復帰する。

受けない

スピ ー ドメ ー タ ー 不良

注：交差コイル式スピ ー ド，， ー ク ー では 、 電源OFF時指針をOkm/hに戻すためにコンデンサーを内蔵しているが 、

巾速約!OOkm/h以上でヒュ ー ズ切れが発生すると 、 逆方向(ISOkm/h)側に指針を引っばる場合がある。

(4) オド・トリッブメ ー ターが作動しない

EO!i-0099 

スピ ー ドメ ー タ ーは正常に作動するか
晃 常 「(1)スピ ー ド メ ー タ ー が常にOkm/hを

表示」の項ヘ

正 常

オド・トリップメ ー タ ー 用コネクター

の接続は正常か

炭 常
コネクター 接絞不艮

」［ 常

スピ ー ドメ ー タ ー ASSY不良
E05·0100 

-E-6-
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E 3 オ デ ィ オ

1. ピラ ー アンテナ

1-1 アンテナASSY脱瘤

収納バイプ

E 3 オ ー ディ オ

取 り 外 し

・ ラジオからフィ ー ダー線を外す。

・ フィ ー ダー線を固定しているクリップ（ステアリング メン

バ一部）を外す。

・ フロント ピラ ー ガー ニッシュ右を外し、 フィ ー ダー線を

固定しているガム テ ープをはがす。

・ アンテナ ベ ー ス取付スクリュ ー (1本）を外し、 フィ ー ダー

線をアンテナ ロッド収納パイプごと引き抜く

取 り 付 け

・収納パイプをピラ ー内に残し、 フィ ー ダー線を室内に引き出

してからアンテナ ベ ー スを固定する。
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E 4 ウインド ー 装置

1. ワ イ パ

1-1 フロント ワイパー

(1) フロント ワイパー及ぴリンク脱着

②カウルトップ
シールラパ ー

クリップ(10個）

(2) ワイパー アーム調整

カウルトップ フィニッシャ ー上端

ワイバー ア ー ム停止位置

注意：ワイパー スイッチがOFFでも、 ワイバ ー リンクがオ ー ト
ストップ位置からずれると、 モ ータ ーが回転することがあるので、
必ずワイバ ー モ ータ ー のコネクタ ーを外しておくこと。

・ ワイパー ア ー ムを調整する際は、 一度ワイパー モ ー タ ー

を作動させ、 確実にオ ー ト ストップ位置に停止させること。

・ ワイパー ア ー ムを取り付ける際は、 ワイパー プレ ー ド先

端を規定の位誼（ワイパー ア ー ム停止位箇）に合わせ、 ワイパー

リンクを動かないように注意しながら締め付けること。

注意：ワイパー ア ー ム停止位置が、 雪などの外力によりずれた場合は、
ワイバー ピボットかん合部の目づまりを除いてから再取り付け
すること。
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2. ウ ォ ッ シ ャ

2-1 ウォッシャ ー ノズル噴射ポイント

2-2 ウォッシャ ー ノズル調整

調整用角穴(0.9nvn角、深さ1面）

EIJ-0012 

正三〗
3. ウォッシャ ー タンク

3-1 ウォッシャ ー タンク脱葦

Et3·00t4 

E4 ウインド ー 装置

注意：ワイパ ー ア ー ムが最下部にある時、 ア ー ムにウオッシャ ー 液が

当たらないようにセットすること。

・ ノズル調整は、 調整用工具を調整用角穴に差し込んで、 上下

左右に動かして行う。

注意：噴射口を使うと、 穴の変形の恐れがあるため、 必ず調整用角穴を

用いて行うこと。

咬射ノズル調整用工具
・市販の1.5 Lレンチ、 または細いドライバーなどを左図のよう

に加工する。
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E 5 空 調

E 5 空 調

1. ヒ 夕

1-1 コントロ ー ル ケ ー プル脱藩

冒 蘊 造

(1)取 り 外 し

各コントロ ー ル ケ ー プルの取り外しは、 ケ ー プル クラン

プ部にて行う。

(2)取 り 付 け

① インテー ク ケ ー プル

・インテーク レバーをFRESH (外気苗入）位置にする。

・インナ ー ケ ー プルの先端を、 インテ ーク ドア リンクに

引っ掛ける。

・インテーク ドア リンクを手前へ引きながら、 アウタ ー

ケ ー プルをクランプする。

・インテ ーク レバーを操作し、 インテーク ドア リンクが

フルストロ ーク動くことを確認する。

② テンプ コントロ ー ル ケ ー プル

・テンプ コントロ ー ル レバーをフル コ ールド位置にする。

・インナ ー ケ ー プルの先端を、 エア ミックス ドア リン

クに引っ掛ける。

・エア ミックス ドア リンクを押しながら、 アウタ ー ケ

ー プルをクランプする。

・テンプ コントロ ー ル レバーを操作し、 エア ミックス

ドア リンクがフル ストロ ーク動くことを確認する。

③ モ ー ド コントロ ール ケ ー プル

・モ ード コントロ ール レバーを DEFモ ード位置にする。

・インナ ー ケ ー プルの先端を、 サイド リンクに引っ掛ける。

・サイド リンクを手前に引きながら、 アウタ ー ケ ー プルを

クランプする。

・モ ード コントロ ー ル レバーを操作し、 サイド リンクが

フル ストロ ーク動くことを確認する。
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E 5 空 調

1-2 ヒ ー タ ー ユニット脱着

lt4酎•l:f,I

ヽ

町

(1)取 り 外 し

① インストルメントASSYを取り外す。

「 D4 1. 1-1 インストルメントASSY脱着」の項参照

② 冷却水を抜く。

③ ヒ ー タ ー ホ ースを抜く。

④ ヒ ー タ ー コントロ ール ケ ー プル（インテーク、 テンプ、

モ ー ド）とハ ー ネスを外し、 ヒ ー タ コントロ ールを取り外

す。

⑤ ステアリング メンバー（ポルト8本）とフ ー ド オ ー プ

ナ ー（スクリュ ー 2本）を外す。

⑥ サイド ベント ダクト（スクリュ ー左2本、 右1本）， デ

フ ダクト （スクリュ ー 2本）， センタ ー ベント ダクト

（スクリュ ー 2本）を外す。

⑦ ヒ ー タ ユニット（ポルト4本）を外す。

(2)取 り 付 け

•取り付けは取り外しの逆手順で行う。

・ヒ ータ ー コントロ ール ケ ー プル取り付けの際は、 各←—

プル調整を確実に行うこと。

「1-1 コントロ ール ケ ー プル脱着ー の項参�=
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1-3 プロア モ ー タ ー 脱藩

E 5 空 調

取 り 外 し

⑭•••インスト ロア カパー（左）

・プロア モータ ー取付ポルト(2本）とコネクタ ー を外し、 モ

ー ター カパー取付スクリュ ー (4本）を外し、 モ ー タ ー本

体を下にずらし取り外す。
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